
平成28年度現地検討会実施状況（治山技術の向上等）

分野 検討会名 開催月日 主催・共催 開催地 目的 内容 写真

国有林 9 名

民有林 2 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 11 名

国有林 8 名

民有林 名

事業体 2 名

研究機関 名

その他 名

合計 10 名

国有林 8 名

民有林 21 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 29 名

国有林 2 名

民有林 9 名

事業体 1 名

研究機関 名

その他 名

合計 12 名

国有林 5 名

民有林 7 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 12 名

　胆振総合振興局林務課が実施した生態系に配慮した治
山ダムの改良現場において、ダム改良後の効果や地形の
変化等について意見交換を行った。
　今後は、それぞれの森林管理署で検討している治山ダ
ム改良の設計に勉強会で学んだことを反映することとし
ている。

治山ダム改良現場での意見交換

現地の説明を行う職員

治山工事に関連する各コスト縮減の
ため、事業実行箇所及び事業計画箇
所にて最新工法によるコスト縮減効
果について検討し、今後の治山計画
へ普及する。

　コスト低減の最新工法の知識習得をテーマに、現地検
討箇所における治山計画の検証を行った。
　最新工法では、既設施設を利用した、既設インセムＳ
Ｓウォールの嵩上げ工法の工事コスト低減への期待等、
メーカーより、多様な工種の紹介と施工性、経済性につ
いて説明を受けた後、検討会を通して得られた知識、意
見交換を踏まえて、今後の治山計画への普及促進とコス
ト縮減方法の確立に向けた検討を継続して実施すること
にした。

現地で説明を受ける様子

治山施設
生態系に配慮した治山ダム
改良勉強会

4月25日

胆振総合振興局林務課
北海道森林管理局治山課
胆振東部森林管理署
網走南部森林管理署
根釧東部森林管理署

白老町（民有林）

鋼製ダムの魚類遡上を目的とした
改良事例について情報共有し、治山
技術の向上に向けた勉強会を実施

主伐期を迎えた防風保安林の伐採方
法と更新方法を地域に普及するた
め、根釧東部署国有林での事例を紹
介し現地検討会を実施

（厚岸町からの要望案件）
　町有防風保安林が主伐期を迎えていることから、伐
採、造林方法について根釧東部署国有林での事例を紹
介、厚岸町有林での現地検討を行った。
　林帯幅の狭い（20ｍ）場合の更新方法の検討や厚岸町
はじめ近隣区域での防風林施業のひとつの方法として森
林整備計画にも寄与。

根釧東部署管内現地検討会の模様

都市近郊や農村地帯に広がる防風林
の適正な管理手法を学ぶため、各市
町村防風保安林の現地等で意見交換
等行いながら今後の防風林の維持・
管理について検討を実施

　上篠津国有林の現状、植栽箇所の現地において説明、
新篠津村村有林の現地調査結果に基づく意見交換を午前
中実施した。
　「耕地防風保安林の今後の取組に向けて」当署が空知
署の取組を説明した。
　また、当該箇所における保安林制度の留意点等につい
て石狩振興局担当者から説明を受け、意見交換を実施し
た。今後に向けた取組を情報交換し合うことを確認し
た。

講師より林分状況を説明

保安林
平成28年度第2回網走南部地
域市町村林政連絡会議

11月10日 網走南部森林管理署 小清水町（国有林）

海岸防災林の重要性を啓発するとと
もに民有林支援の需要を掘起こすた
め、国有林の森林施業（造林技術）
の一例を紹介

保安林 防風保安林整備現地検討会 7月27日

厚岸町森林整備計画実行管理推進
チーム
根釧東部森林管理署
根釧西部森林管理署

別海町（国有林）
厚岸町（町有林）

オホーツク管内は国内有数の食料基地であり、それら
の流通のための重要な交通インフラも沿岸に位置してい
ることから、住民生活や地域経済やはもとより、国内の
食料供給を災害から守る海岸防災林の重要性を啓発する
とともに、国有林がこれまで培ってきた森林や林業の技
術を市町村の林務担当者に紹介するため、造林地として
は自然条件の厳しい海岸防災林の造成を紹介し、参加者
から意見等を募った。

出席者

保安林
恵庭市・江別市・新篠津村
森林整備計画実行管理推進
チーム合同現地検討会

9月9日
新篠津村
石狩森林管理署

新篠津村（国有林）

治山施設 コスト縮減検討会 7月11日
日高北部森林管理署
日高南部森林管理署
上川南部森林管理署

占冠村（国有林）
日高町（国有林）
平取町（国有林）



分野 検討会名 開催月日 主催・共催 開催地 目的 内容 写真出席者

国有林 14 名

民有林 29 名

事業体 名

研究機関 5 名

その他 名

合計 48 名

　北海道内の防風保安林は約42千haで全国の74％を占
めている。今後とも防風機能を発揮させるためには本数
調整伐や更新が必要である。
　意見交換会には、近隣の森林管理署、振興局、林務課
等の治山担当者も参加し、専門家からの技術的助言も得
ながら、更新手法等について、意見交換を行った。
　また、今後も共通の課題として情報交換や意見交換を
行うこととした。

現地説明の様子

保安林
防風保安林の更新に向けた
意見交換会

11月29日
～30日

北海道治山課
北海道森林管理局治山課
林業試験場

士幌町（町有林）

治山技術者の技術の向上を図るた
め、防風保安林の更新等に当たり、
各地域の実態に合わせた更新手法
等、様々な課題について北海道と北
海道森林管理局の関係者で意見交換
会を行うとともに林業試験場から技
術的助言を受けて技術開発の実施


	治山（治山） (反映版)

